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平成 21 年度 

臨床検査安全管理者研修会  
 

平成21年度臨床検査安全管理者研修会

が平成 22 年 1 月 22 日大森東急インにお

いて開催された。 
 今回の講義は以下の 6 講であった。 
◇「薬剤耐性菌による院内感染対策につ

いて」国立感染症研究所細菌第二部長荒

川宜親先生 
◇「EPINET(日本版)の解析－臨床検査技

師の針刺し･切創事故－」(財)労働科学研

究所教育・国際協力センター 副所長吉川

徹先生 
◇「家族が事故にあった病院で働く決心

－医療事故被害家族のお話－」阪南中央

病院患者情報室北田淳子先生 
◇「採血業務に伴う安全管理」慶應義塾

大学附属病院中央臨床検査部次長代理柴

田綾子先生 
◇「インシデントレポートの現状と活用」   

JA 静岡厚生連･遠州病院検査科 技師長  

伊藤喜章先生 

  

◇「医療安全危険予知トレーニング(KYT)
の薦め」北里大学東病院 看護部長花井恵

子先生 

  
 

荒川先生は、バンコマイシン耐性黄色

ブドウ球菌をはじめとする今後警戒すべ

き新型薬剤耐性菌を講義され、新情報修

得の必要性を強調された。 
吉川先生は、血液媒介感染症の職業感

染予防には、標準予防策の遵守と感染経

路別予防策の実施が重要であり、その針

刺し対策研究に大きな役割を果たしてき

たサーベイランスシステム(EPINet)につ

いて話された。 
北田先生は、家族を医療事故で亡くされ

た経験を紹介され、現在その病院に働き

患者や家族とどのように向き合っている

かを話された。 
柴田先生は、JCCLS が標準採血法ガイ

ドラインを策定した経緯を話され、針を

刺すという侵襲を伴う「採血」は技術を

提供するというスペシャリストとしての

自覚を持ち採血に関する知識と技術の研

鑽が必要とした。 
伊藤先生は、勤務される病院のインシデ

ントレポートの詳細を紹介され、その活

用法を示された。ミスは人が生きている

証拠であり、生きているからこそ努力し、

その結果出たミスは更に勉強すなわち成

長につながるとした。 

花井先生は、KYT の実践について話さ

れ、危険予知活動の目指すものとして、

自主活動を通じて誰とでも気軽に挨拶を

交し合い、困った時には集まって話し合

うことの出来る職場作りの重要性を話さ

れた。 
************************************ 
平成 21 年度会員の意識調査への

質問にお答えします･･･ 
 
＜問 69＞ 医療関連職種(国家資格等)の
増加が賃金低下の原因となっていること

を知っていますか？ 
＜問 70＞ 各種認定資格の増加が臨床検

査技師の価値を下げる原因となっている

ことを知っていますか？ 
 

 この調査項目についての質問が寄せら

れています。この項目は以下の趣旨によ

り作成されております。 
＜設問 69＞ 医療関連職種が増えること

により、医療機関の体面上がおもな理由

ではあるが、雇用することになります。

しかし、医療関連職種を雇用することに

より、収入が直接増加することはありま

せん。そこで、医療関連職種の給与引き

下げをおこなうか、あるいは既存医療関

連職種の人数削減することが余儀なくさ

れるのです。残念なことに、現状では、

人数削減の対象が臨床検査技師であるこ

とが多いようです。臨床工学士の雇用に

よく見られるようです。 
このような構図が存在し、病院経営(人

事)が動いていることを認知してほしいと

いった狙いがあります。現実として、臨

床検査技師の求人より臨床工学士や場合

によっては視聴覚訓練士の方が有利な状

況です。 
＜設問 70＞ 現在の求人が臨床検査技師

免許だけではなくなってきていることを

認識しているかどうかの質問です。新卒

であっても、細胞検査士やその他の免許

を大学等で取得した方が断然有利(条件と

しているところもあります)。再就職や中

途採用では、とくに超音波認定など・・・。 
最近は、臨床検査技師免許だけでは求

職も難しい状況になりつつあり、臨床検

査技師免許そのものの価値が下がってき

ているのです。給料や求人で免許の価値

は計れないと考える人もいるでしょうが、

両設問ともに、臨床検査技師免許の重み

についての設問です。 
＜参考＞ 以下は、進学・就職関連ホー

ムページから掲載記事の抜粋です。 
●最近の就職率は 63％と依然低い。 
●病院などの検査システムの発達、機械

化が進み、臨床検査技師の需要が減少し

てきているため現状では、臨床検査技師

の就職状況はあまり良くはないようです。 
●臨床検査技師の就職先は主に病院や検

査機関になります。現在臨床検査技師の

資格取得者が 15 万人もいる為、この資格

だけで就職先を見つけるのは難しいかも

しれません。そこで、細胞検査士・超音

波検査士など専門化した資格を取ること

をお勧めします。細胞検査士とは日本臨

床検査医学会と日本臨床細胞学会が臨床

検査技師から認定し、指導医の監督指導

の下細胞診スクリーニングを行うことが

出来ます。超音波検査士とは、臨床経験

のある者で超音波認定医の推薦(すいせ

ん)を受け筆記試験に合格した者に与えら

れます。臨床検査技師免許を取得後、本

当に就職したいならば上に挙げたような

専門的な資格も一緒に取ることをお勧め

します。 
************************************ 
新規ページのご案内 
         JAMT 共済ネット 

リスクマネジメントのＱ＆Ａ 
 

 臨床検査業務にあたっての“困った”

の相談に JAMT 共済ネットをご利用くだ

さい。生理検査、採血業務をはじめとす

る一般的な社会的責任に関する民事事件

に該当するものや刑事事件に関するもの

まで網羅しています。 

 
 

マタニティ＆ベビー フェスタ 2010 
 

来る平成 22 年 5 月 8 日(土)・9 日(日)
の両日に 2010 年度の同フェスタ開催が

決定された。日臨技も昨年同様参画予定

となっている。 
 

 


